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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 25.1 ha

平成 17 年度　～ 平成 21 年度 平成 17 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

％
平成１６年度 平成２１年度

78 90

130

度の増加を目指す。

呼びかけ（主に子ども）、緑化運動への参加増加を目指す。

0
平成１６年度

60

1,066
平成１６年度

1,200

95 平成１６年度

交付期間

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

・　総合計画での未来像：「緑の大地に夢と希望がこだまするまち」、都市計画マスタープラン（平成１２年度）の将来都市像：「阿寒の秀峰のもと自然がこだまするまち”あしょろ”」、をうけ平成１３年度に策定された足寄町中心市街地活性化基本計画では、
①特色あるまち並みと交流空間、②ついでの楽しみを満たす複合空間、③多様な生活文化を発信する空間、④安心安全が確保された空間の創出を目標とし、大自然に囲まれた緑豊かな安心して安全に暮らせる「まちづくり」を推進する、としている。

・　道路、公園、下水道の質的・量的な整備水準をいかに高めるか。

　目標３　住民の主体的なまちづくりと街なかで老人、子どもが交流できる場を実現する。

都道府県名 北海道 足寄町 足寄駅前

大目標：大自然に囲まれた緑豊かな北国の高原都市の創出
　目標１　市街地内の低未利用地の解消を図り、緑に囲まれた居住空間の創出を図る。
　目標２　道路の整備改善により、中心商業地区への交通アクセス、交通安全性、歩行者の快適性の向上を図る。

計画期間

人

21

・　官民協働のまちづくりをいかに進めるか。

・　足寄町は東に阿寒摩周国立公園、西に大雪山国立公園が隣接しており、本地区で交差する国道２４１号、２４２号は北海道周遊観光の主要動線の一つである。また、ふるさと銀河線足寄駅前は、古くから商業を始めとする諸機能が集積し、本町の中心
　生活拠点としてその役割を担ってきたが、①周辺地域人口の減少や帯広方面への購買力の流失、②ロードサイド型商業の立地による商業地の分散、③交通基盤、商業環境整備の遅れなどから、近年、空き地・空き店舗の増加による空洞化、建物の老
　朽化が進み、定住人口の減少及び少子高齢化が進んでいる。
・　こうしたなか、官民協働で組織された「足寄町中心市街地活性化推進協議会」を中心として、過去１０年間にわたりまちづくりに関する取り組みを継続しており、平成１７年度から２１年度までの５ヶ年に未利用地内で実施される足寄町公営住宅建設事業
　による中心市街地の定住人口増に合わせた道路の整備改善を、平成１４年度より実施している足寄市街地区土地区画整理事業と連動させながら進める機運が盛り上がっている。

・　足寄駅北側に位置する旧貯木場跡地は公共施設の整備が遅れた低未利用地となっており、北地区と中心市街地を分断する要素となっている。
・　コンパクトなまちづくりと定住人口の確保。

区画整理による宅地造成や公営住宅建設により、定住人口の１００人程

平成２１年度

道路環境の満足度 ％ 北地区住民を含めた満足度
主要施設（役場、病院等）への移動時間、歩行者空間の安全性、快適性

平成２１年度等について、当該住民の半数以上が満足する事を目指す。

まちなか定住人口

平成１９年度

当該地区の定住人口の増加

「足寄町緑のまちづくり協議会」事業の一環として、多くの町民の参加を

植樹参加数 人 全町的な緑化運動の参加者の増加

土地の有効利用率 当該地区の建築割合 道路整備等により、当該地区の建築割合の増加を目指す。



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業

整備方針２（交通安全、歩行者の快適性の向上）

基盤整備事業、宅地造成事業（提案事業/町）による北１条地区の移転補償事業

土地区画整理事業（関連事業／町）による街路（道道）整備、国道整備事業（関連事業／国）に

整備方針１（低未利用地の解消）
・まちなかの定住人口確保と時代を担う子ども達が楽しくのびのび過ごせる環境づくりを目指し、低未利用地である旧貯木場跡地の有効活用を図る。
・土地区画整理事業による宅地整備により、緑に囲まれた良好な居住空間を創出する。

○交付期間中の計画の管理

・　土地区画整理との調整を図りながら、各事業を円滑に進め、目標に向けて確実な効果をあげるため、町と足寄町中心市街地活性化推進協議会が協働して、事業成果について評価改善を行うためのモニタリングを実施、情報公開する。

・　本町では昭和６３年に町民が主体的にまちづくりを担うべく「日本足並み会」が設立され、日本各地との交流や国道歩道部や公園への足型ネーム設置等多彩な活動が行われている。

　　平成５年には商業空洞化に対応した「商業活性化推進協議会」が設立されたが、平成１０年に商業のみならず中心市街地全体のあり方を模索するため「足寄町中心市街地活性化推進協議会」に発展改称し現在に至っている。

　　平成１３年には緑のまちづくりを進めるため、国、道も参加した「足寄町緑のまちづくり協議会」が設立され、植樹等が行われている。

　　今後も「足寄町中心市街地活性化推進協議会」が他団体と連携し、引き続きまちづくり活動の中心的役割を担いながら、毎年の事業成果を踏まえて、事業の進め方の改善や関連ソフト事業の取り組みを関係住民と調整を図りながら協働

整備方針３（交流、協働のまちづくりの推進）

○継続的なまちづくり活動

・低未利用地での公営住宅、子どもセンター整備等に合わせ、道路新設や既設橋梁への歩道設置を図り、交通安全の向上と商業施設が集積した駅周辺
　地区や公共施設へのアクセス強化、安心して街なかを散策出来る歩行者の快適性の向上を図る。

整備事業

　　のまちづくりを目指す。

・まちなかで高齢者と子どもがふれあい、交流する安らぎの場を提供し、町民参加による植栽事業を通じて協働のまちづくりを図る。

土地区画整理事業（関連事業／町）による公営住宅用地の確保、公営住宅整備事業（関連事業
／町）、子どもセンター整備事業（関連事業／町）、地域生活基盤施設（基幹事業／町）による子ど
もセンターガーデンアイランド整備事業、、地域創造支援事業（提案事業/町）による子どもセンター

/町）による南１丁目通、北３丁目通の整備
よる国道整備、道路整備事業（基幹事業／町）による道路整備、高質空間形成施設（基幹事業

地域生活基盤施設（基幹事業/町）による子どもセンターガーデンアイランド整備事業、植樹事業
（関連事業/民間）による植栽事業、地域創造支援事業（提案事業/町）による子どもセンター基盤



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 足寄町 直 203ｍ 17 21 17 21 58 58 58 58

足寄町 直 134ｍ 17 18 17 18 44 44 44 44

足寄町 直 205ｍ 17 18 17 18 37 37 37 37

足寄町 直 52ｍ 18 19 18 19 31 31 31 31

公園

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 足寄町 直 12，589㎡ 17 20 17 20 329 329 329 329

高質空間形成施設 足寄町 直 ー 19 21 19 21 20 20 20 20

高次都市施設
既存建造物活用事業
都市再生交通拠点整備事業
土地区画整理事業
市街地再開発事業
住宅街区整備事業
地区再開発事業
人にやさしいまちづくり事業
優良建築物等整備事業

拠点開発型
沿道等整備型
密集住宅市街地整備型
耐震改修促進型

街なみ環境整備事業
住宅地区改良事業等
都心共同住宅供給事業
公営住宅等整備
都市再生住宅等整備
防災街区整備事業

合計 519 519 519 519 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

足寄町 直 ０．３ｈａ 19 21 19 21 109 109 109 109

足寄町 直 ４，６７５㎡ 17 19 17 19 91 91 91 91

0

0

0

0

合計 200 200 200 200 …B

合計(A+B) 719
（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

足寄町 国土交通省 ５１．５ｈａ ○ 14 30 6,580

国 国土交通省 ２．４ｋｍ ○ 13 23 1,859

足寄町 国土交通省 ５２戸 ○ 17 22 970

足寄町 厚生労働省 １，６００㎡ ○ 17 19 430

足寄ロータリークラブ 40本 ○ 18 18 1

足寄町 ５基 ○ 19 19 1

合計 9,841

防犯灯設置 北３丁目通

交付対象事業費 719 交付限度額 287 国費率 0.399

うち民負担分

0

うち民負担分

0

交付期間内事業期間
規模

（参考）事業期間

植樹事業

子どもセンター建設事業

事業活用調
査

まちづくり活
動推進事業

公営住宅整備事業

事業

公共団体等土地区画整理補助事業

事業期間（いずれかに○）

足寄中心市街地区

事業主体 規模

事業
細項目

事業主体事業箇所名

ー

直／間

北１条通

子どもセンターガーデンアイランド

全体事業費

宅地造成事業

国道整備事業

所管省庁名

地域創造
支援事業

足寄駅前地区

足寄駅前地区子供センター基盤整備事業

住宅市街地
総合整備
事業

事業箇所名事業
細項目

交付期間内事業期間
規模事業主体 直／間

（参考）事業期間

国道２４１号、２４２号

事業箇所名

新団地

北２条通

北３条通

ふれあい通





足寄駅前地区（北海道足寄郡足寄町） 整備方針概要図 

目標 

1. 市街地内の低未利用地の解消を図り、緑に囲まれた居住空間の創出を図る。 
2. 道路の整備改善により、中心商業地区への交通アクセス、交通安全性、歩行者
の快適性の向上を図る。 

3. 住民の主体的なまちづくりと街なかで老人、子どもが交流できる場を実現する。 

代表的な 

指 標 

当該地区の定住人口        ( 人 )  

全町的な緑化運動の参加者の増加   ( 人 ) 

    1,066 (平成16年度)    →       1,200 (平成21年度)  

          95 (平成16年度)    →        130 (平成19年度) 

        基幹事業 

        提案事業 

        関連事業 

凡  例 

北地区住民を含めた満足度     ( ％ )            0 (平成16年度)    →         60 (平成21年度) 

当該地区の建築割合        ( ％ )           78 (平成16年度)    →         90 (平成21年度) 

○関連事業  
 公共団体等土地区画整理補助事業 
 
 
 
 
 

○関連事業  
 国道整備事業(国道241号,242号) 

○関連事業 
 子どもセンター建設事業 

□提案事業 
 地域創造支援事業 
 (子どもセンター基盤整備事業) 

○関連事業 
 公営住宅等整備事業 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■基幹事業 
 地域生活基盤施設 
 (子どもセンターガーデンアイランド) 

■基幹事業 高質空間形成施設 
 (北3丁目通：交差点バリアフリー化) 

■基幹事業  高質空間形成施設 
 (南1丁目通：照明施設、交差点バリアフリー化) 

■基幹事業 
 道路(北3条通) 

■基幹事業 
 道路(北2条通) 

□提案事業 
 地域創造支援事業 
 (宅地造成事業) 

■基幹事業 
 道路(北1条通) 

○関連事業 
防犯灯設置 
(北3丁目通） 

○関連事業 
植樹事業 
(桜40本） 

■基幹事業 
 道路(ふれあい通) 


